
 

 

 

 

 

2019年 8月 19日 

日本ケロッグ合同会社 

 

夏休みに高まる子どもの朝食欠食*をケロッグ・シリアルと朝勉でサポート！ 

「朝の習慣づくり」から始める自治体連動の新しい朝食欠食対策 

「こうか・こども朝活（あさかつ）サロン」 
滋賀県との SDGs推進にむけた取り組みとして、滋賀県甲賀市にて夏休み期間限定開催 

 

シリアル食品の世界シェアトップブランド「ケロッグ」を日本国内で展開する日本ケロッグ合同会社（本社：東京都港区、代表職

務執行者社長：井上ゆかり）は、深刻化する子どもの朝食欠食問題に対する「食」を通じた社会課題解決アクションとし

て、子どもの朝食欠食率が高まりやすい夏休み期間*をターゲットに、滋賀県・甲賀市（こうかし）において「シリアル朝食」と

「学習サポート」を融合させた自治体連動の生活習慣支援プログラム「こうか・こども朝活（あさかつ）サロン」を 8月 19日

（月）から 8月 30日（金）の期間（土日除く）の朝時間（7:00am – 9:00am）において展開いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリアル“朝勉”でサポート！「朝の習慣づくり」から始める新しい朝食欠食対策 

 
 
 
 
 

「こうか・こども朝活サロン」は、日本ケロッグと滋賀県が７月よりスタートさせた SDGs（持続可能な開発目標）推進に向け

た取り組みを通じて無償提供される「コーンフロスティー」などのお子様向け朝食シリアルを活用し展開される「朝の習慣づくり」

を重点に置いた朝食欠食対策プログラムです。甲賀市のまちづくり活動センター「まるーむ」1F のスペース内に朝時間限定の

シリアル朝食支援ステーションを設置し甲賀市に住む児童や生徒に対して利用を推奨することで、朝食欠食率が高まる夏休

み期間*に子どもたちが気軽に栄養バランスの優れた朝食にアクセスする環境を提供します。さらに、市内ボランティアによる夏

休み学習のサポートも実施。楽しくシリアル朝食を食べながら、学習に取り組む「シリアル朝勉」によって、子どもたちが朝時間

を活用した良質な「朝の習慣」を身に付けて行くためのサポートを目ざします。 

 

シリアルがつなぐ多文化共生。外国人家庭のお子様も、朝食シリアルと学習サポートで「朝活」にチャレンジ！ 

「こうか・こども朝活サロン」では、甲賀市が進める多文化共生推進計画とも連動し、甲賀市において増加傾向にある外国人

家庭の児童や生徒に向けても積極的なサポートを展開いたします。外国人の子どもにも馴染みの深い「シリアル朝食」を架け



橋に、日本人の子どもと外国人家庭の子どもが本プログラムを通じて活発な交流することのできる機会を提供し、多文化共

生施策としての貢献も目指して行きます。 

 

※日本ケロッグ調べ（株式会社ライフスケープマーケティングを通じた“小中学生がいる世帯の月別喫食概要（年間比）”調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲賀市・岩永 裕貴（いわなが ひろき）市長のコメント 

「ここ甲賀市においても朝食欠食を続ける子どもの割合が高まっています。とくに学校からの支援が受けづらい夏休み期間にお

いては、食習慣のみならず学習習慣含めた生活習慣全般を乱しがちな子どもは多いと聞きます。とくに共働き傾向が強い外

国人家庭の子どもにおいては、夏休みこそより綿密な食や学習のサポートが必要となります。このような背景から、甲賀市で

は、夏休みを食と学習の習慣作りの機会として捉え、自主的な食と学習習慣づくりをサポートするため、滋賀県と日本ケロッ

グ社の SDGs推進に向けた取り組みを活用し、“朝活”支援プログラムとして再構築しました。そして本プログラムを甲賀市が

進める多文化共生計画とも連動させることで、日本人と外国人の子どもが「朝食」を通じて交流できる全国的にもユニークな

支援のプログラムに発展させることができたと思います。一人でも多くの子どもが参加し、夏の朝時間を有効活用してもらいた

い。プログラムを通じて甲賀市が進める街づくりや多文化共生の新しい在り方が生まれたらと期待しています。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プログラム概要】 

プログラム名称 こうか・こども朝活（あさかつ）サロン 

実施期間 2019年 8月 19日（月）〜30日（金）7:00 – 9:00am  ※土日除く朝時間限定 

実施場所  甲賀市まちづくり活動センター「まるーむ」１F 交流スペース 

シリアルおよび提供方法  
・「コーンフロスティ」、「ココくんのチョコワ」、「ココくんのチョコクリスピー」 

・「まるーむ」1F交流スペースにシリアルディスペンサーを利用し朝食支援ステーションを設置 

参加対象 ・甲賀市在住の児童および生徒（国籍問わず） 

運営団体 滋賀県・日本ケロッグ合同会社・甲賀市・甲賀市国際交流協会 

 

 

 

朝食支援ステーションにて 

シリアルを選ぶ子どもの様子 

シリアルを楽しむ 

外国人家庭の子どもの様子 

シリアル朝食のあと 

勉強に励む子どもの様子 

甲賀市 岩永祐貴市長 

とトニー・ザ・タイガー 

子どもと朝食シリアルを楽しむ 

滋賀県 三日月大造知事と甲賀市 岩永祐貴市長 



【本リリースに関する参考情報】 

■夏休みと朝食欠食に関する独自調査について： 

日本ケロッグでは、株式会社ライフスケープマーケティングを通じ、関東圏の小・中学生の子どもを持つ 167 の主婦世帯を対象に 2018年

1月１日から 12月 31日までの１年間における月別の朝食喫食状況の調査を実施。月別の朝食欠食状況を比較した結果、夏休み

や冬休みなどの長期休暇において特に欠食率が高まる傾向が示唆されています。 

 

（グラフ）小中学生がいる世帯の月別欠食率（年間比） 

 

調査実施：株式会社ライフスケープマーケティング 

調査方法：食マップ®パネル調査 

分析対象：主婦世帯     

分析期間：2018/01/01〜2018/12/31    

食卓機会：朝食     

世帯区分：小中学生がいる世帯（ｎ=167）※延べ世帯数  

   

 

 

 

 

 

 

■SDGs推進に向けた滋賀県との取り組みについて 

昨年度日本ケロッグは、2018年 12月の厚生労働省における都道府県別の平均寿命の発表にお

いて男性の平均寿命が日本一となった滋賀県と、「食と栄養」をキーワードにした健康プロジェクトを実

施いたしました。ミシガン州を代表する健康食品である「シリアル」を活用したユニークな健康プロジェクト

は、滋賀県が進める産官共創事業の新しい事例の一つとしてメディア報道などにおいても注目を浴び

ました。2019年７月、滋賀県と日本ケロッグは、この共創スキームを更に発展させ、滋賀県が進める

SDGs目標と連動させた４分野からなるプロジェクトとして新たなスタートを切ることとなりました。 

 

SDGs推進に向けた滋賀県との４つの取り組み 

（１）健康寿命の延伸：働き世代の朝食欠食改善および健康経営サポートプログラムの展開 

（２）子どもの朝食欠食対策：夏の朝食欠食改善＋学習支援サポートプログラムの実施 

（３）観光と健康：「食」を通じた健康ツーリズムの拡大 

（４）女性の社会進出支援：県内女性管理職を対象とした女性キャリア支援セミナーの実施 

 

■ケロッグの社会貢献活動について 

ケロッグ社では、食料支援を必要としている世界中の子どもたちやそのご家族にむけ、2025 年までに

全世界で 30 億食分 の食料寄贈を計画した支援プログラム「Breakfasts for Better DaysTM」

を推進しています。ここ日本では、「子ども」と 「シニア」を対象に年間 30 万食分のシリアルの無償提

供を実施しています。2013 年よりスタートした「子ども」の栄養サポートプログラムでは、フードバンク「セ

カンドハーベスト・ジャパン」への製品寄贈に加え、豊島区の NPO 法人「豊島子ども WAKUWAKU 

ネットワーク」が運営する子ども食堂（計 3 ヶ所）や、足立区「居場所を兼ねた学習支援事業」（計

３ヶ 所）にむけて、利用している子どもたちが朝食用として自宅に持ち帰ることができるよう、年間 20 

万食分のシリアルを無償でご提供しています。 また 2018 年からは「赤い羽根共同募金」としても有名な社会福祉法人中央共同募金

会との協業のもと、アクティブシニアの栄養問題改善に向けてシリアルの無償提供を開始。2018 年は、1 都 4 県（東京・埼玉・千葉・

神奈川・群馬）を中心とした全国 178 箇 所への年間 10 万食分以上のシリアルの無償提供を実施いたしました。 

 

 

■プレスリリースに関するお問合せ先： 

日本ケロッグ PR事務局 ： 株式会社プラップジャパン 大木、松尾、小林、松葉 

TEL：03-4580-9103 FAX：03-4580-9129 MAIL：kellogg_pr@ml.prap.co.jp 

■ご掲載時のお客様からのお問合せ先： 

日本ケロッグ合同会社 お客様相談室フリーダイヤル : 0120-500209 ＜受付：月〜金 9:00〜17:00 土日祝(祭)日除く＞ 


